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女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

ー
あ
な
た
の
創
る
全
国
セ
ミ
ナ
ー

J
A
謝
長
.
企
馨
曇
杉
森
長
子

〃
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
〃
は
昨
年

に
引
き
続
き
全
国
セ
ミ
ナ
I
の
大
テ
ー
マ

で
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
は

不
可
欠
の
要
件
で
す
。
私
た
ち
の
日
本
は
、

今
、
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
過
程
に
あ

り
、
私
た
ち
は
そ
の
確
立
を
目
指
し
て
、

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

当
大
学
婦
人
協
会
の
長
年
に
ね
た
る
活

動
の
中
で
も
、
全
会
貝
の
〃
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
〃
に
直
接
繋
が
る
活
動
の
極
み
は
、

何
と
い
っ
て
も
、
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
会
貝
の
自
発
的
な
研
究

や
調
査
活
動
の
発
表
の
場
、
ま
た
相
互
に

啓
発
し
合
う
場
と
し
て
、
全
国
セ
ミ
ナ
ー

は
優
れ
て
有
意
義
な
存
在
で
す
。

会
貝
の
総
意
の
も
と
に
な
さ
れ
る
セ
ミ

ナ
I
で
の
決
議
文
は
、
文
部
省
や
労
働
省

は
じ
め
国
の
関
係
省
庁
や
全
国
の
自
治
体

に
直
接
会
貝
が
持
参
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
し
て
活
動
の
成
果
を
政
策
決
定

機
関
に
伝
、
え
、
広
く
一
般
社
会
に
公
開
し
、

会
貝
の
活
動
成
果
を
社
会
的
に
効
果
あ
る

も
の
と
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
全
国
セ
ミ
ナ
ー
は

私
た
ち
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
と
も
に

日
本
女
性
一
般
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に

直
結
し
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
本
年
度
は
国
際
的
な
特
徴
を
も

つ
全
国
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
を
も
視
野
に
と
り
こ

み
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
い
て
様
々

を
分
野
に
わ
た
り
研
究
・
調
査
を
し
、
議

論
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
解
決
策
を
探
求
し

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

I
F
U
W
に
加
入
し
て
い
る
ア
ジ
ア
諸

国
が
U
W
A

(
ア
ジ
ア
大
学
婦
人
連
盟
)

を
結
成
し
、
三
年
毎
の
I
F
U
W
国
際
会

議
の
中
間
年
に
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

U
W
A
に
は
日
本
の
ほ
か
次
の
十
カ
国
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

ホ
ン
コ
ン
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
ネ
パ
ー
ル
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
。

昨
年
、
グ
ラ
ー
ツ
で
開
催
さ
れ
た
I
F

U
W
国
際
会
議
の
折
に
U
W
A
の
当
番
を

イ
ン
ド
か
ら
引
き
継
い
だ
の
か
、
私
た
ち

で
し
た
。
今
年
は
、
日
本
が
当
番
国
と
し

て
、
U
W
A
総
会
を
開
き
ま
す
。
今
秋
開

催
予
定
の
全
国
セ
ミ
ナ
I
は
、
同
時
に
U

W
A
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ジ

ア
の
参
加
者
を
迎
え
る
本
年
度
は
、
東
京

支
部
の
皆
様
に
は
、
様
々
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
セ
ミ
ナ
ー
の
形
態
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
読
み
が
な
さ
れ
ま
す
。
皆
様

の
研
究
成
果
発
表
や
討
論
に
十
分
な
時
間

を
持
て
る
よ
う
、
研
究
発
表
一
件
に
つ
き

二
〇
分
と
し
ま
し
た
。
発
表
は
テ
ー
マ
毎

に
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
類
し
て
行
い
ま
す
。

従
来
、
討
論
は
分
科
会
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
本
年
度
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
研
究

発
表
後
に
ま
と
め
て
行
い
ま
す
。
発
表
件

数
に
よ
っ
て
は
同
時
間
帝
に
複
数
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
す
。
現
在
予
定
し
て

い
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
次
の
通
り
で
す
。

教
育
、
労
働
、
健
康
、
福
祉
、
暴
力
、
環

境
・
開
発
、
政
策
決
定
へ
の
参
画
、
そ
の

他
。
研
究
・
調
査
発
表
で
も
東
京
支
部
の

皆
様
の
参
加
を
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ア
ジ
ア
の
参
加
者
の
他
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
も

参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
色
あ

る
セ
ミ
ナ
I
に
な
り
ま
す
が
、
同
時
通
訳

は
基
調
諸
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
場
で

は
、
「
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
活
躍
し
ま

す
。
東
京
支
部
の
皆
様
に
は
「
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
の
ご
協
力
に
も
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

今
秋
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
私
た
ち

の
日
常
の
努
力
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
ア

ジ
ア
や
太
平
洋
の
隣
人
と
と
も
に
「
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
に
努
め
、
二
十

一
世
紀
を
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
世

紀
と
す
る
よ
う
連
帯
を
強
め
ま
し
ょ
う
。
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東
京
支
部
総
会
報
告

書
記

中
山
律
子

一
九
九
九
年
東
京
支
部
総
会
は
、
四
月

二
十
四
日
(
土
)
、
虎
ノ
門
の
国
立
教
育
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

支
部
会
員
総
数
五
四
二
名
中
、
出
席
者

数
五
十
六
名
、
有
効
委
任
状
二
五
六
通
で

総
会
は
成
立
し
た
。

高
井
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
I
A
U

W
山
本
会
長
が
、
本
部
の
各
委
員
会
活
動

の
活
性
化
と
、
会
員
増
加
の
た
め
に
も
小

さ
な
学
習
グ
ル
ー
プ
を
作
り
魅
力
あ
る
活

動
を
し
て
い
き
た
い
の
で
、
東
京
支
部
会

貝
の
協
力
を
得
た
い
と
挨
拶
を
さ
れ
た
。

次
い
で
、
一
九
九
八
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
お
れ

た
後
、
一
九
九
九
年
度
事
業
報
告
案
、
予

算
案
が
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
加
藤
副
会
長
か
ら
、
十
月
の
U

W
A
総
会
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
I
A
U
W
の
各
委
員
会
長
が
活
動
内

容
の
説
明
に
立
ち
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

議
事
は
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
、
総
会
は
終

了
し
た
。

記
念
諸
演
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
確

立
を
目
指
す
に
ふ
さ
わ
し
く
、
現
在
西
武

百
貨
店
副
社
長
と
し
て
ご
活
躍
の
、
坂
本

春
生
民
に
お
願
い
し
た
。

1999年度予算

1999/4/ 1 -2000/3/31

(単位:円)

1 99 8年度大学婦人協会東京支部決算報告書

科 目 予算額 決算言餌 凌∴∴顎 備 考 予算叡 備 考 

! 会 賞 収 入 1.500.000 1.476.000 -24.000 492= 1.500.000 500口 

II基本財産利息収入 30.000 27.598 -2.402 30.000 

l‖ 運用財産利息収入 1.000 1.394 394 1.000 

lV 寄 付 収 入 350,000 362.800 12.800 バザー、茸付 350.000 バザー、野付 

V 雑 収 入 23.000 23,400 400 入会遭付会、費助会員還付金、他 18.000 入会遭付合、賛助会員遭付会 

当 期 収 入 合∴計 】,904.000 1,891.192 -12.808 1.899.000 

珊 瑚 繰∴鐘∴金 982.405 982,405 0 1.022.178 

収 入 合 計 2.886.405 2.873.597 -12.808 2.921.178 

科 目 予算額 決算禎 嵯∴∴額 備 考 予算額 備 考 
喜 

管 理 費 1060000 941.328 -113.672 1.040.000 

(1)備 品 費 20.000 2.850 -17.150 印篭 20,000 

コピー代、封筒、他 (2)湖∴耗 品 質 120.000 80.661 -39.339 コピー代、斜筒、他 100.000 

(3)印 刷 製 本 貫 50.000 63,548 13.548 支部お知らせ、他 50.000 支部お知らせ、他 

(4)通 信 費 320.000 285,569 -34.131 支部お知らせ・ともしぴ・本邸会報 320.000 支部お知ちせ・ともしぴ・本部会報 

(5)交 通 費 70.000 60.000 -10.000 

本部へ分担金 

70.000 

本部へ分担金 (6)事 務 所 費 120.000 120.000 0 120,000 

(7)事 薦 手 当 360,000 328,400 -31.600 事務員給料一部負担、他 360.000 事務員給料一部負担、他 
■ 

運 営 費 150000 125.706 -24,294 150.000 

)錐 会 費 90.000 69.252 -20,748 会場費、マイク代、菓子代 90.000 会場費、マイク代、菓子代 

(2)委 員 会 費 60.000 56.454 -3.546 60.(ゆ0 

賀 

l事 業 費 700.000 584.385 -115.6I5 700,00 

(1)一 般 事 業〇 着 600.000 484.385 -115.615 ともしぴ(2回)糠漬会・本部へ徳竹 600.000 ともしぴ(2回)、糠漬会、他 

(2)園 内 奨 学 金 100.000 100,000 0 国内奨学金指定寄付 100.000 国内奨学金指定寄付 

lV 雑 費 20.000 0 -20,000 20.000 

V 予 備 費 20.000 0 -20.000 40.000 

VI基 本 金i繍∴立 200.000 200,000 0 貸付信託 200.000 貸付信託 

当 期 支 出∴合 計 2.150.000 1.851.419 -298.581 2.150,000 

次 期 練 越∴金 736.405 1.022.178 285.773 771.178 

支 出∴∴合 計 2.886.405 2.873.597 -12.808 2.921.178 

1999牛3月31目視在

基本食財政状況:貸付傭托 ギ3,960.000……三井僻耗銀行新宿西1葛支店

連用財政状況:繰越金∴羊1,022.178 普通預金音 響1.020.732……三井信託銀行新橋西l」支店

別∴∴金∴羊1.446

会 計 木村 和子 川崎 邦子

厳正に藍奄いたしました結朱、正確(こ紀戴されておI)、間違いか、ことを証明いたします。

1999午4月16り 会計邑楽 松沢∴典仁子 比留間 淑乃
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記
念
講
演

(
.
 
9
9
・
4
・
2
4
)

「
主
蟻
欝
謹
代
i

講
師

坂
本
春
生
民

町
。
“

●

不
況
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
始
め
て
、

も
う
何
年
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
長
く
苦
し

い
時
代
で
あ
り
、
い
つ
終
わ
る
と
も
分
か

ら
な
い
。
し
か
し
坂
本
春
生
さ
ん
の
諸
演

を
聞
い
て
、
暗
い
雲
間
か
ら
一
筋
の
明
る

い
光
が
射
し
て
く
る
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

日
本
社
会
の
既
存
の
「
お
く
組
み
」
を

破
壊
し
て
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
I
を
持
つ

「
個
人
」
が
主
役
と
な
る
時
代
が
訪
れ
た

時
こ
そ
、
日
本
は
経
済
の
構
造
改
革
が
行

わ
れ
、
本
当
の
意
味
で
の
先
進
国
と
し
て

再
生
で
き
る
、
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

坂
本
さ
ん
は
四
十
九
才
で
官
界
か
ら
経

済
界
に
〃
華
麗
な
る
転
身
〃
を
遂
げ
ら
れ
、

現
在
は
経
済
団
体
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
、
女
性

と
し
て
パ
イ
オ
ニ
ア
の
役
割
を
常
に
担
っ

て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら

見
た
日
本
経
済
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
女

性
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

日
本
は
今
「
生
活
者
が
主
役
」
の
消
費

市
場
で
あ
る
。
厳
し
い
目
を
括
っ
た
消
費

者
が
世
界
中
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
て
行
き
、

ま
た
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
世
界
中
の

品
物
を
選
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
個

人
が
主
役
で
あ
り
、
個
人
の
テ
イ
ス
ト
に

合
っ
た
品
物
に
し
か
興
味
が
持
た
れ
ず
、

「
安
く
て
い
い
物
を
買
う
の
は
一
種
の
教

養
」
と
い
う
価
値
基
準
さ
え
も
生
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
生
活
者
の
意

識
の
動
向
を
常
に
注
意
深
く
観
察
す
る
こ

と
が
必
須
な
の
で
あ
る
。

女
性
の
生
き
方
も
当
然
激
変
し
て
き
た
。

坂
本
さ
ん
自
身
は
職
業
人
、
家
庭
人
と
し

て
の
二
つ
の
役
割
を
見
事
に
や
り
遂
げ
て

こ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
に
対
し

て
は
職
業
人
、
社
会
人

(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
と
し
て
社
会
に
参
画
す
る
)
家
庭
人
と

し
て
三
面
体
の
人
生
を
、
余
裕
を
括
っ
て

生
き
て
欲
し
い
と
提
言
さ
れ
た
。

現
在
指
導
的
立
場
に
居
る
男
性
は
、
職

業
人
と
し
て
の
一
面
体
の
人
生
し
か
経
験

し
て
い
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
彼

ら
は
女
性
に
対
し
て
、
家
庭
人
と
し
て
の

一
面
体
の
役
割
の
み
を
期
待
し
が
ち
で
あ

る
。
坂
本
さ
ん
は
機
会
あ
る
ご
と
に
、
こ

の
意
識
の
わ
く
組
み
を
外
し
て
、
女
性
に

「
個
人
」
と
し
て
す
べ
て
の
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
特
別
の
価
値
観
を

押
し
っ
け
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
訴
え
て

こ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
人
生
八
十
年
と
い
う
時
代
に
、

美
し
く
齢
を
重
ね
る
こ
と
が
ど
れ
程
大
切

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経

験
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
話
さ
れ
た
。
何
に
対

し
て
も
好
奇
心
を
尖
れ
ず
、
感
動
す
る
心

を
持
っ
て
健
康
で
若
々
し
く
生
き
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
頭
・
心
・
体
を
常
に
柔
軟
に

保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
舞
、
ソ
ー

ン
ァ
ル
ダ
ン
ス
に
励
み
、
身
近
な
も
の
を

教
材
と
し
て
学
び
、
そ
し
て
外
観
に
も
気

を
配
り
あ
る
程
度
の
オ
シ
ャ
レ
を
す
る
こ

と
が
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ

の
秘
け
つ
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

男
ま
き
り
の
行
動
力
と
優
し
い
こ
こ
ろ
配

り
を
合
ね
せ
持
っ
た
方
だ
っ
た
。

(
有
海

公
)

講
演

(
.
9
8
・
3
・
1
0
)

「
ワ
イ
ン
の
ワ
イ
ン
で
な
い
話
」

講
師

本
間
千
枝
子
氏

と
時
の
糸
を
繰
り
一
幅
の
タ
ペ
ス
ト
リ
I

を
織
り
上
げ
て
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

キ
プ
ロ
ス
に
建
っ
た
バ
ッ
カ
ス
の
話
か

ら
、
ア
ル
ザ
ス
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
、
瓶

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
自
由
の
女
神
と
の
出

会
い
に
話
が
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ワ
イ
ン
の
父
ハ
ラ
テ
ィ
の

繁
栄
と
挫
折
か
ら
一
世
紀
を
経
た
今
、
ジ

ン
フ
ァ
ン
デ
ル
と
い
う
銘
酒
と
し
て
生
き

て
い
る
と
紹
介
さ
れ
た
。

帰
途
、
シ
ャ
ト
ウ
・
カ
ラ
ス
や
ア
ル
ザ

ス
産
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
を
求
め

て
酒
店
に
寄
っ
た
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。

岩
石
混
じ
り
の
痩
せ
た
土
地
に
ど
う
に
か

根
を
張
り
枝
を
伸
ば
す
ブ
ド
ウ
が
、
美
味

し
い
ワ
イ
ン
を
生
む
の
で
は
と
の
説
が
印

象
的
だ
っ
た
。
美
味
し
い
も
の
は
簡
単
に

は
手
に
入
ら
な
い
よ
う
だ
。
講
師
の
魅
力

に
酔
っ
た
一
刻
だ
っ
た
。

(
福
田
酒
代
)

エ
ッ
セ
イ
「
ア

メ
リ
カ
の
食
卓
」

で
サ
ン
ト
リ
ー
文

芸
賞
を
受
賞
さ
れ

た
、
本
間
千
枝
子
氏
の
講
演
を
聴
く
機
会

を
得
た
。

氏
は
ワ
イ
ン
を
実
在
的
、
歴
史
的
に
語

ら
れ
、
ワ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
人
と
場
所
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一
九
九
九
年
度
東
京
支
部
の
課
題

東
京
支
部
長

高
井
敬
子

昨
春
、
東
京
支
部
委
貝
の
約
半
数
の
メ

ン
バ
ー
が
大
幅
に
入
れ
替
わ
り
、
年
齢
的

に
も
若
い
方
た
ち
が
加
わ
り
新
年
度
が
発

足
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
一
年
間
力
を
合

ね
せ
て
仕
事
を
し
、
お
互
い
に
気
心
も
分

か
り
忌
偶
の
な
い
意
見
も
交
換
で
き
る
よ

う
に
な
り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
一
九
九
九
年
度
を
ど
の
よ
う
な

方
針
で
過
ご
そ
う
か
と
本
年
度
初
の
委
員

会
で
話
し
合
い
、
I
A
U
W
の
会
貝
で
あ

る
こ
と
の
魅
力
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い

う
点
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

さ
し
当
っ
て
こ
れ
と
い
う
チ
ャ
ー
ム
ポ

イ
ン
ト
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
で
は
新
入
会
貝
を
ふ
や
し
た

く
て
も
む
ず
か
し
い
の
で
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
検
討
し
た
結
果
、
会
貝
の
特
典
と

し
て
、
年
会
費
を
納
入
し
て
い
る
会
貝
の
、

支
部
の
諸
行
事
へ
の
参
加
費
を
無
料
(
た

だ
し
特
別
な
企
画
は
除
く
)

に
し
て
や
っ

て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
貝
増
強

の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
魅
力
あ
る
講
演
者
を
お
願
い

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
も
広

く
情
報
を
頂
き
た
く
、
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

さ
ら
に
、
私
ど
も
の
関
心
は
や
は
り
環

境
問
題
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
六
月
に
は

都
の
清
掃
施
設
の
見
学
に
行
き
、
そ
れ
に

つ
な
げ
る
形
で
七
月
二
十
五
日
に
、
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で
行
ね
れ
る
「
地
球

環
境
に
果
た
す
女
性
の
役
割
」

の
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
参
加
し
よ
う
と
呼
び
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
球
環
境
問
題
も
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
を
も
っ
て
考
え
行
動
し
て
ゆ
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
私
ど
も
の
学
習
が
二
〇
〇
〇
年
度
に

向
っ
て
の
原
動
力
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

一
九
九
九
年
度
の
発
足
に
当
り
、
こ
れ

か
ら
の
一
年
間
、
東
京
支
部
会
貝
各
位
の

ご
協
力
ご
支
援
を
た
ま
れ
り
た
く
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
環
境
に
果

た
す
女
性
の
役
割
」
於
幕
張
メ
ッ
セ

国
際
会
議
場

7
月
2
5
日
1
̃
5
時

申
し
込
み
先
・
重
C
W
E
S
-
u
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

↓
E
〇
一
霊
I
∽
①
∞
十
印
e
『
∞

『
A
X
 
e
∽
I
∽
①
∞
十
の
曾
輸
『

参
加
費
二
千
円

託
児
あ
り
。

「
東
京
都
清
掃
施
設
見
学
」
(
.
9
9
・
6
・
望

見
学
パ
ス
は
新
木
場
駅
か
ら
、
い
ま
や

世
界
の
情
報
産
業
の
中
心
地
、
臨
海
副
都

心
を
横
目
に
第
二
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、

中
央
防
波
堤

(
中
防
)

内
側
処
分
場
に
入

る
。
巨
大
を
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
が
動
い
て

い
る
の
は
縄
型
回
転
破
砕
処
理
施
設
の
中

防
不
燃
ゴ
ミ
処
理
セ
ン
タ
ー
。
フ
ロ
ン
処

理
後
の
冷
蔵
庫
、
家
具
、
自
転
車
等
か
ら

鉄
そ
の
他
を
選
別
、
資
源
化
す
る
。
次
は

破
砕
ゴ
ミ
処
理
施
設
。
分
別
し
出
さ
れ
た

不
燃
ご
み
か
ら
危
険
物
を
除
き
な
が
ら
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
押
し
上
げ
ハ
ン
マ
ー
で

破
砕
、
ア
ル
ミ
や
鉄
を
選
別
。
他
は
焼
却

に
回
す
。
資
源
は
売
却
さ
れ
、
熟
カ
ロ
リ

ー
は
電
力
そ
の
他
と
し
て
利
用
、
焼
却
灰

は
船
と
車
で
埋
立
地
へ
運
ぶ
流
れ
で
あ
る
。

清
掃
車
専
用
の
中
防
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を

通
り
埋
立
て
現
場
(
中
防
外
側
埋
立
処
分

場
)

へ
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
二
つ
入

る
と
い
う
進
行
中
の
埋
立
地
で
あ
る
。
無

数
の
パ
イ
プ
は
ガ
ス
ぬ
き
の
た
め
の
も
の

だ
が
、
焼
却
処
理
し
た
も
の
と
建
設
残
土
、

泥
な
ど
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
方
式
で
積
み
、

異
臭
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
害
虫
の
発
生
も

お
さ
え
る
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

展
望
台
に
立
つ
。
左
方
に
幕
張
メ
ッ
セ
、

右
方
に
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
望
み
、
前
方
は

新
海
面
処
分
場
予
定
地
で
あ
る
。
こ
の
新

し
い
護
岸
の
構
造
は
海
水
の
汚
染
を
完
全

に
防
ぐ
た
め
の
万
全
の
工
事
が
な
さ
れ
、

護
岸
一
メ
ー
ト
ル
の
建
設
に
三
千
万
円
を

要
す
る
と
か
。
こ
れ
は
東
京
港
に
整
備
し

う
る
最
後
の
処
分
場
な
の
で
あ
る
。
漁
業

問
題
、
千
葉
県
と
の
関
係
、
自
然
破
壊
の

限
度
を
見
た
思
い
。

清
掃
局
中
防
庁
舎
(
全
館
が
焼
却
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
稼
動
)

入
口
で
は
マ
ス

コ
ッ
ト
の
智
恵
の
ふ
く
ろ
う
め
ぐ
り
ん
が
、

資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
と
ご
み
の
減

量
を
訴
え
る
姿
で
出
む
か
、
え
、
十
階
で
は

中
防
の
女
神
が
見
学
者
に
微
笑
み
か
け
る
。

こ
の
等
身
大
の
女
性
像
は
粗
大
ご
み
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
作
家
名
入
り
の
彫
刻
で

あ
り
、
ご
み
問
題
を
考
え
る
一
助
に
と
、

手
入
れ
さ
れ
飾
ら
れ
て
い
る
も
の
。

都
庁
で
長
年
、
ご
み
問
題
と
格
闘
し
て

き
た
大
ベ
テ
ラ
ン
の
説
明
は
熱
い
。
子
孫

の
代
ま
で
い
か
に
長
く
こ
の
処
分
場
を
使

う
か
。
行
政
、
企
業
の
努
力
、
個
々
人
の

ご
み
を
出
さ
ぬ
工
夫
、
待
っ
た
な
し
の
状

況
と
言
え
る
。

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
夢
の
島
は
南
海

の
楽
園
の
よ
う
で
、
住
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。
思
い
っ
き
り
ト
ロ
ピ
カ
ル

な
雰
囲
気
も
楽
し
め
た
が
、
一
都
民
と
し

て
の
課
題
も
再
認
識
し
て
の
帰
路
で
あ
っ

た
。

(
三
浦
由
紀
子
)
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サ
ー
ク
ル
か
ら

○
英
語
講
座

へ
英
国
の
歴
史
散
歩
の
旅
)

講
座
に
入
っ
て
い
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
9
月
2
日
又
は
3
日
か
ら
8
日
間

あ
る
い
は
的
日
間
。

行
先
・
ロ
ン
ド
ン
と
そ
の
近
郊
。

ロ
ー
マ
時
代
か
ら
の
歴
史
の
街
ロ

ン
ド
ン
を
、
地
下
鉄
や
二
階
建
て
パ
ス

で
こ
ま
め
に
移
動
し
、
歴
史
の
跡
を
辿

り
ま
す
。
ツ
ア
ー
型
の
旅
行
と
は
違
う
、

中
味
の
混
ざ
が
あ
り
ま
す
。
鉄
道
で
中

世
の
町
O
a
己
e
己
u
「
y
.
W
i
コ
d
s
〇
㌔

国
a
ヨ
p
一
昌
○
○
幸
〔
P
a
-
a
8
な
ど
、
遊

覧
パ
ス
で
S
h
a
k
e
s
馬
a
「
e
の
町
S
〔
r
a
一
・

へ
O
「
d
.
他
に
B
a
手
.
S
青
○
零
す
筈
g
の
.

S
a
】
i
s
す
幸
y
へ
も
日
帰
り
で
行
く
ロ
ン
ド

ン
以
外
の
旅
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

案
内
役
・
松
本
節
也
氏

(
元
法
政
大
学
教

授
、
1
8
世
紀
英
文
学
、
現
在
、
都
市
形

成
の
一
例
と
し
て
.
T
h
e
Ⅲ
s
〔
○
○
y
O
[

○
○
n
d
O
n
i
つ
M
a
p
s
.
“
を
教
材
に
、
大
学

で
原
書
講
読
を
担
当
)

費
用
・
航
空
運
賃
、
ホ
テ
ル

(
朝
食
)

込

み
の
ロ
ン
ド
ン
・
フ
リ
ー
利
用
の
計
算
。

食
費
、
現
地
で
の
足
代
、
観
覧
料
な
ど

を
加
、
え
、
8
日
間
で
0
0
万
円
程
度
、
1
0

日
間
で
3
3
万
円
程
度
の
見
込
み
。

申
し
込
み
、
問
い
合
方
せ
・
挙
用
ま
で
。

禽
〇
三
-
三
六
八
四
-
八
三
〇
七

〇
第
1
 
8
回
漫
歩
く
ら
ぷ
レ
ポ
ー
ト

5
月
u
日

(
火
)
ニ
コ
ラ
イ
壁
土
湯
島

聖
堂
-
神
田
明
神
-
湯
島
天
神
を
散
策
。

ニ
コ
ラ
イ
堂
は
残
念
な
が
ら
土
・
日
以

外
は
中
に
入
れ
ず
、
日
本
で
は
珍
し
い
建

築
様
式
の
建
物
を
門
の
外
か
ら
眺
め
る
だ

け
。
そ
の
替
り
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
聖

堂
で
は
事
務
局
長
の
丹
羽
様
の
お
は
か
ら

い
て
、
聖
堂
の
歴
史
や
現
状
の
お
話
の
後
、

孔
子
像
を
お
肥
り
し
て
あ
る
大
成
殿
の
中

や
、
ふ
つ
う
拝
見
で
き
な
い
神
農
廟
の
中

ま
で
ご
案
内
い
た
だ
き
、
当
時
の
旗
本
の

子
弟
や
藩
の
秀
才
が
、
聖
堂
や
傍
の
昌
平

糞
に
集
い
、
学
び
思
索
し
論
じ
た
様
子
を

想
い
、
充
実
し
た
時
を
過
ご
し
た
。

神
田
明
神
は
1
5
、
1
6
日
が
三
年
ぶ
り
の

お
祭
り
と
て
、
日
本
舞
踊
や
舞
台
で
見
る

華
や
い
だ
雰
囲
気
を
垣
間
み
た
思
い
。

次
回
は
6
月
1
7
日
(
木
)
、
江
戸
川
区
の

ご
好
意
で
、
定
貝
3
3
名
の
区
の
パ
ス
で
小

岩
の
菖
蒲
園
な
ど
の
区
内
め
ぐ
り
を
企
画
。

前
評
判
も
上
々
で
す
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
続
出
岬
の
様
子
。
(
紘

峯
川
記
)

O
「
源
氏
物
語
を
醜
む
会
重
」

一
九
九
六
年
九
月
か
ら
始
め
た
源
氏
物

語
も
、
現
在
「
須
磨
の
巻
」
を
順
調
に
読

み
進
ん
で
い
ま
す
。
四
月
に
は
、
物
語
の

舞
台
を
訪
ね
て
京
都
旅
行
も
し
ま
し
た
。

現
在
会
貝
数
は
三
十
一
名
で
す
。

○
新
設
「
源
氏
物
語
を
読
む
会
Ⅱ
」

「
源
氏
物
語
を
読
む
会
重
」
は
、
進
度
や

会
場
の
ス
ぺ
-
ス
の
都
合
で
、
会
貝
の
募

集
を
締
め
切
り
ま
し
た
が
、
な
お
希
望
者

が
多
い
た
め
、
来
年
四
月
か
ら
新
ク
ラ
ス

を
発
足
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
心
者

を
対
象
に
、
十
年
の
予
定
で
原
文
を
読
み

ま
す
。
物
語
の
舞
台
を
訪
ね
る
旅
も
催
行

の
予
定
で
す
。
I
A
U
W
の
会
員
増
加
を

図
る
た
め
に
も
、
J
A
U
W
会
貝
に
な
る

こ
と
を
条
件
に
、
現
在
会
員
で
な
い
方
も

お
誘
い
く
だ
さ
い
。

日
時
・
二
〇
〇
〇
年
四
月
よ
り
毎
月
第
二

三
四
火
曜
日
十
時
半
̃
十
二
時
半

会
場
・
未
定

テ
キ
ス
ト
・
原
文
で
あ
れ
ば
い
ず
れ
も
可

諸
姉
・
坂
上
栄
美
子

(
大
阪
女
子
大
卒
)

著
書
「
源
氏
物
語
ひ
と
り
ご
と
」

定
貝
・
三
十
名
(
発
足
時
十
五
名
未
満
の

場
合
は
不
成
立
)

会
費
・
月
三
千
円

申
し
込
み
先
・
事
務
所
又
は
中
山
律
子

(
種
&
F
〇
三
-
三
三
三
六
-
四

六
二
八
)

○
楽
し
い
俳
句
会

札
幌
支
部
俳
句
同
好
会
と
紙
上
句
会
を

始
め
ま
し
た
。
指
導
は
、
前
札
幌
支
部
長

佐
々
木
幸
様
(
俳
人
協
会
会
員
「
朝
」
同

人
)

で
す
。
季
語
集
に
従
っ
て
、
一
年
を

春
夏
秋
冬
と
新
年
の
五
胡
に
分
け
、
一
人

一
句
を
清
記
し
て
五
句
互
遷
し
ま
す
。
札

幌
の
メ
ン
バ
ー
は
1
3
名
、
東
京
は
1
5
名
で
、

五
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
北
国

な
ら
で
は
の
句
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
が
楽

し
み
で
す
。
教
室
は
、
ま
だ
若
干
の
ゆ
と

り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
ね
せ
先
・
海
老
原
典
子
(
雷
〇
三

-
三
三
五
一
-
五
〇
五
六
)

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
同
好
会

七
月
は
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
ア

レ
ン
ジ
し
ま
す
(
1
 
2
日
)
。
お
問
い
合
力
せ

は
西
尾
ま
で
。
(
魯
〇
四
二
三
-
九
七
-
四

七
四
二

初夏の花をアレンジしました。
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〃
声
の
ひ
ろ
ば
〃

『
何
が
高
齢
者
を
作
る
の
か
」

昨
今
、
高
齢
化
問
題
が
色
々
な
観
点
か

ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
危

惧
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
齢
者
の
数
が
多

く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
種
々
の
弊

害
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
別
の

面
か
ら
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
老
化
現
象
が

顕
著
に
な
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
し
か
し
、
老
化
の
度
合
い
に
は
、

個
人
差
が
生
ず
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現

行
の
定
年
制
度
や
老
人
福
祉
な
ど
は
、
こ

の
個
人
差
を
度
外
視
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
日
々
の
生
活
に
張
り
が
な

く
、
生
き
る
目
的
を
持
た
な
け
れ
ば
老
い

が
早
ま
る
。
金
銭
を
伴
う
仕
事
は
も
と
よ

り
、
家
事
、
育
児
と
い
っ
た
広
義
の
意
味

で
の
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
が
、
老
化
を

早
め
る
最
大
の
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昔
の
老
人
た
ち
に
は
、
家
庭
内
で
の
仕
事

の
分
担
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
存
在
感
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
核
家

族
化
等
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
世
の
中

の
流
れ
は
あ
る
に
し
て
も
、
平
均
寿
命
が

八
十
歳
を
越
そ
う
と
す
る
今
日
、
高
齢
者

の
特
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
さ
せ
、
高
齢

者
を
早
々
と
老
化
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な

制
度
や
考
え
方
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
木
村

和
子
)

人
は
ク
ロ
ー
ン
ね
と
話
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
家
の
家
族
の
絆
は
、
こ
の
初
孫
を
中

心
に
、
さ
ら
に
強
固
に
な
っ
た
気
の
す
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

(
加
藤
百
合
子
)

「
初
孫
は
ク
ロ
ー
ン
?
」

今
年
の
三
月
、
我
が
家
に
待
望
の
初
孫

が
誕
生
し
ま
し
た
。
結
婚
三
年
目
の
長
女

が
、
三
五
〇
〇
グ
ラ
ム
の
男
の
子
を
、
主

人
の
勤
務
先
で
あ
る
総
合
病
院
で
無
事
出

産
し
た
の
で
す
。
産
科
病
棟
の
先
生
方
や

看
護
婦
さ
ん
た
ち
か
ら
「
先
生
に
そ
っ
く

り
で
す
ネ
」
と
い
わ
れ
、
祖
父
で
あ
る
主

人
は
終
始
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。
退
院

後
、
母
子
と
も
に
し
ば
ら
く
は
我
が
家
に

居
り
ま
す
の
で
、
沐
浴
は
当
然
私
が
し
な

け
れ
ば
と
思
い
、
何
十
年
ぶ
り
で
不
安
で

し
た
が
、
主
人
が
富
ん
で
毎
日
し
て
く
れ

て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
浴
槽

に
一
緒
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま

す
楽
し
い
日
課
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

名
前
は
婿
が
「
芳
仁
」
と
付
け
「
ま
る

で
皇
族
の
よ
う
な
名
前
ね
」
と
娘
と
話
し

て
お
り
ま
す
が
、
主
人
は
「
医
は
仁
術
の

仁
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
将
来
は
立
派
な
医
者
に

な
る
よ
」
と
大
喜
び
で
す
。
そ
う
い
わ
れ

て
見
ま
す
と
、
外
見
だ
け
で
な
く
中
身
も

主
人
そ
っ
く
り
の
よ
う
を
気
が
し
て
き
ま

し
た
…
…
。
態
度
が
や
や
尊
大
で
、
な
か

な
か
泣
き
事
を
い
い
ま
せ
ん
。
き
っ
と
二

「
源
氏
・
都
・
仏
・
桜
」

源
氏
物
語
を
読
み
始
め
る
際
に
「
約
十

年
の
予
定
で
読
ん
で
い
き
、
三
回
ゆ
か
り

の
地
を
訪
れ
ま
す
」
と
説
明
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
三
年
近
く
な
り
心
待

ち
に
し
て
い
た
旅
行
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
桜
の
頃
の
京
都
を
想
像
す

る
だ
け
で
も
素
晴
ら
し
い
上
に
、
様
々
な

資
料
や
説
明
を
受
け
、
修
学
旅
行
の
生
徒

の
よ
う
に
楽
し
み
に
し
て
出
か
け
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
東
寺
で
は
、
千
年
の
岡

部
の
移
り
変
れ
り
を
見
て
き
た
た
く
さ
ん

の
仏
像
の
、
各
々
の
表
情
に
魅
せ
ら
れ
、

ま
た
神
護
寺
の
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
像
の
艶

麗
な
姿
に
、
広
隆
寺
の
有
名
な
弥
勒
菩
薩

の
美
し
き
に
見
と
れ
ま
し
た
。

神
護
寺
で
は
坂
上
先
生
と
同
郷
の
ご
住

職
よ
り
空
海
の
話
、
清
涼
寺
で
は
若
い
お

坊
様
よ
り
、
釈
迦
如
来
像
が
イ
ン
ド
か
ら

中
国
、
そ
し
て
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
た
話

を
一
生
懸
命
に
し
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
る

寺
々
で
仏
様
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
に
お

勤
め
し
て
い
る
方
々
と
も
素
晴
ら
し
い
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
の
桜
は
ど
ん
な
最
上
級
の
形
容
詞

で
も
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、

た
だ
た
だ
美
し
く
、
華
や
か
で
妖
艶
で
、

街
で
、
お
寺
で
、
川
沿
い
で
、
感
嘆
の
声

を
上
げ
る
ば
か
り
で
し
た
。
特
に
花
の
寺

と
呼
ば
れ
る
勝
持
寺
の
、
ま
さ
に
桜
の
園

と
も
思
わ
れ
る
庭
で
西
行
ゆ
か
り
の
桜
に

出
会
い
、
様
々
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
歴

史
と
花
と
新
緑
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま

し
た
。

昼
間
の
知
的
で
効
率
の
良
い
見
学
を
終

え
、
一
日
目
は
鞍
馬
温
泉
で
露
天
風
呂
に

入
り
、
若
手
メ
ン
バ
ー
(
1
)

は
大
部
屋

で
枕
を
並
べ
、
ま
た
二
日
目
は
京
料
理
を

堪
能
し
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
優
雅
な

旅
行
も
終
れ
り
ま
し
た
。
目
と
耳
だ
け
を

十
分
使
っ
て
知
的
旅
行
を
す
る
予
定
で
し

た
が
、
行
く
先
々
で
、
木
の
芽
の
佃
煮
、

竹
の
子
、
和
菓
子
と
手
荷
物
が
一
は
い
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
食
欲
も
負
け
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

心
か
ら
源
氏
物
語
を
愛
し
て
い
る
坂
上

先
生
の
、
登
場
す
る
一
人
一
人
に
対
す
る

深
い
思
い
の
触
っ
た
、
思
い
が
け
な
い
説

明
に
引
き
込
ま
れ
、
ま
す
ま
す
源
氏
物
語

の
面
白
さ
、
素
晴
ら
し
さ
の
虜
に
な
り
ま

し
た
。

(
横
橋

宣
子
)
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第
4
2
回
通
常
総
会
報
告

副
支
部
長

柴
崎
富
子

七
分
咲
き
の
桜
の
岡
山
は
、
冷
た
い
花

の
雨
と
な
り
ま
し
た
。
第
4
2
回
通
常
総
会

は
岡
山
国
際
ホ
テ
ル
を
会
場
と
し
て
、
四

月
三
日
の
午
後
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
例

年
通
り
支
部
長
会
議
と
評
議
貝
会
の
後
、

夕
刻
六
時
よ
り
、
同
ホ
テ
ル
別
館
一
階
瑞

光
の
間
に
て
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

岡
山
市
長
も
出
席
さ
れ
た
懇
親
会
は
、

一
九
七
九
年
岡
山
県
生
ま
れ
の
ヤ
ン
グ
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
歓
迎
の
演
奏
で
始
ま
り
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
、
シ
ョ
パ
ン
な
ど
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
に
続
い
て
、
ヴ
ィ
ラ
・
ロ
ボ
ス
の
「
ブ

ラ
ジ
ル
の
詩
よ
り
」

の
演
奏
で
、
心
浮
き

た
つ
若
さ
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海

の
餌
の
岩
塩
包
み
焼
き
は
大
好
評
で
、
主

催
支
部
の
配
慮
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

四
日
の
出
席
者
は
二
二
〇
名

(
東
京
支

部
よ
り
四
七
名
)
参
加
支
部
数
は
二
十
三
。

開
会
の
辞
の
後
、
逝
去
会
貝
に
一
同
黙
請

を
さ
さ
げ
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
次
に
、

山
本
和
代
会
長
を
議
長
と
し
て
選
出
。
総

務
・
各
委
貝
会
・
各
支
部
の
報
告
に
対
し

て
、
審
議
、
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
進
行
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
行
。

先
ず
開
会
の
辞
で
、
山
本
会
長
が
「
明
日

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
バ
ネ
に
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
取
り
組
み
、
二
十
一
世

紀
を
女
性
の
世
紀
と
し
て
自
分
た
ち
の
手

で
掴
む
努
力
を
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
の

は
印
象
的
で
し
た
。

次
期
第
4
3
回
総
会
は
奈
良
で
開
か
れ
ま

す
。
奈
良
ホ
テ
ル
も
予
約
済
み
と
か
。
岡
山

支
部
に
感
謝
し
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
美
し
い
自
然

と
史
跡
の
数
々
、
素
晴
ら
し
い
一
日
で
し

た
。

(
網
田
実
紀
子
)

「
シ
ス
タ
ー
加
藤
を
囲
ん
で
」
(
掌
5
・
馨

岡
山
支
部
主
催

「
吉
備
路
め
ぐ
り
」

四
月
五
日
、
麗
か
な
日
差
し
の
も
と
、

二
台
の
バ
ス
に
乗
り
吉
備
路
め
ぐ
り
に
出

発
、
車
窓
の
桜
は
満
開
。

前
夜
の
夕
食
後
の
ひ
と
と
き
、
郷
土
歴

史
家
・
市
川
俊
介
氏
よ
り
、
古
代
吉
備
王

国
は
大
和
に
劣
ら
ぬ
勢
力
と
高
い
文
化
を

誇
っ
た
国
、
吉
備
路
は
そ
の
中
心
で
昔
を

偲
ば
せ
る
史
跡
が
散
在
す
る
等
々
の
講
演

を
お
聴
き
し
た
。
氏
は
吉
備
路
に
も
同
行

し
、
バ
ス
二
台
を
交
互
に
お
話
し
く
だ
さ
る
。

パ
ス
は
吉
備
津
神
社
へ
、
仁
徳
期
創
建

旧
山
陽
道
屈
指
の
大
社
で
吉
備
津
道
の
社

殿
は
国
宝
、
比
翼
の
破
風
が
美
し
い
。
市

川
俊
介
氏
が
お
願
い
く
だ
き
り
特
別
に
本

殿
外
陣
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
一
同
感
激

で
し
た
。
御
釜
殿
で
は
鳴
釜
の
神
事
を
行

っ
て
い
た
だ
き
、
大
き
く
響
く
釜
の
音
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
次
に
訪
れ
た
備
中
高
松

城
跡
は
平
坦
を
田
圃
の
中
、
こ
ん
な
所
に

居
城
が
。
宝
福
寺
で
精
進
料
理
を
頂
き
小

休
止
。
宝
福
寺
は
雪
舟
に
縁
の
あ
る
臨
済

宗
の
古
刹
。
朱
塗
の
三
重
塔
・
仏
殿
が
松

林
に
映
、
圭
二
々
五
々
カ
メ
ラ
に
お
さ
ま
り

ま
し
た
。

午
後
備
中
国
分
寺
へ
。
高
く
準
え
る
五

重
塔
、
蓮
華
畑
越
し
に
見
る
国
分
寺
の
遠

望
は
、
正
に
一
幅
の
絵
の
よ
う
で
し
た
。

最
後
造
山
古
墳
へ
。
前
方
後
円
墳
の
大

き
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
姿
は
往
時
を
侭
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
人
口
の
7
5
パ
ー

セ
ン
ト
が
貧
困
者

で
、
段
ボ
ー
ル
で

間
仕
切
ら
れ
た
小

屋
に
住
み
、
仕
事
も
な
く
、
食
物
も
米
だ

け
と
い
う
悲
惨
を
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

シ
ス
タ
I
加
藤
は
愛
徳
カ
ル
メ
ル
会
の
修

道
女
と
し
て
十
年
前
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

派
遣
さ
れ
、
貧
し
い
女
性
た
ち
の
経
済
的

自
立
を
助
け
る
た
め
、
刺
繍
を
教
え
手
芸

品
を
作
っ
て
売
り
、
現
金
収
入
が
得
ら
れ

る
よ
う
地
道
な
援
助
活
動
を
続
け
て
い
る
。

母
親
が
栄
養
失
調
の
た
め
母
乳
が
出
な

い
、
衛
生
状
況
が
悪
い
た
め
伝
染
病
も
多

く
子
供
の
死
亡
率
が
高
い
、
文
房
具
が
買

え
な
い
た
め
小
学
校
も
満
足
に
行
け
な
い
、

教
育
を
受
け
て
い
な
い
の
で
計
算
も
で
き

ず
、
低
賃
金
の
仕
事
に
し
か
つ
け
な
い
な

ど
、
秩
序
も
希
望
も
な
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

厳
し
い
現
実
を
淡
々
と
話
さ
れ
る
シ
ス
タ

I
加
藤
。
そ
の
崇
高
を
使
命
感
と
人
間
を

信
じ
る
温
か
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

(
小
池
朋
子
)
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・
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東
京
支
部
総
会

於
国
立
教
育
会
館

記
念
講
演
「
主
役
交
代
の
時
代
」

講
師

経
済
同
友
会
副
幹
事

坂
本
報
知
氏

諮
演
会
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
ラ
ム

の
現
状
に
つ
い
て
」
要
衝
カ

ル
メ
ル
会

シ
ス
タ
ー
加
藤

見
学
会
・
東
京
都
清
掃
施
設

-
新
東
京
丸
に
乗
っ
て
-

〃
と
も
し
ぴ
〃
第
2
6
号
発
行

.
9
 
9
」
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
I
と

U
W
A
総
会
の
お
知
ら
せ

・
1
 
0
月
1
5
、
1
6
、
1
 
7
日
の
三
日
間
。

・
国
立
婦
玖
波
育
会
館
(
東
武
東
上
線

の
武
蔵
嵐
山
下
車
)

に
て
。

東
京
支
部
の
皆
さ
ん
も
、
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

7
・
n

1
0
・
1
56

‖
‖
‥71

勉
強
会
「
介
護
保
険
制
度
」

於
津
田
会
館

(
財
務
主
催
)

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

於
事
務
所

(
財
務
主
催
)

J
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー
及
び

U
W
A
総
会

(
本
部
主
催
)

於
国
立
婦
人
教
育
会
館

u
月
中
旬
バ
ス
ツ
ア
ー

(
財
務
主
催
)

秩
父
・
長
瀞
方
面

1
・
8

新
春
の
つ
と
い

(
本
部
主
催
)

-
国
内
奨
学
金
贈
呈
式
-

(
本
部
と
支
部
の
共
催
)

了
月
以
降
の
事
業
は
、
具
体
的
に
決
ま

り
次
第
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◇
「
東
京
都
清
掃
施
設
見
学
」
そ
の
2
は
、

6
月
0
0
日
、
新
東
京
丸
に
乗
っ
て
行
ね
れ

ま
し
た
。

n
月
に
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
手
芸
品

「
シ
ス
タ
ー
加
藤
を
囲
ん
で
」
で
紹
介
さ

れ
た
手
芸
品

(
カ
ー
ド
、
ポ
ー
チ
、
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
な
ど
)

は
事
務
所
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
求
め
く
だ
さ
い
。

◇
寄
贈
図
書
紹
介

鈴
木
真
砂
女
句
集
「
紫
木
蓮
」

第
三
十
三
回
蛇
第
賞
受
賞
(
平
成

十
一
年
度
)

角
川
書
店
発
行

寄
贈
者

柴
崎

宮
子
氏

◇
お
願
い

〇
.
9
9
年
度
会
費
、
未
納
の
方
は
な
る
べ
く

お
早
目
に
。

(
東
京
支
部
会
計
)

○
使
用
す
み
の
、
切
手
、
テ
レ
フ
ォ
ン
カ

ー
ド
類
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
年
末
に
ま

と
め
て
、
中
野
盲
人
自
立
セ
ン
タ
ー
に
届

け
て
い
ま
す
。

○
東
京
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
テ
ー
マ
と
か
、
聴
い
て
み
た
い

講
演
(
講
師
)
な
ど
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

時
間
を
か
け
て
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

(
東
京
支
部
委
貝
会
)

(
編
集
部
か
ら
)

〃
声
の
ひ
ろ
ば
〃
い
か
が
で
す
か
。
表
記

上
の
訂
正
の
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま

掲
載
し
て
い
ま
す
。
第
2
7
号
に
も
、
た
く

さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
自
由
。
皆
様
の
〃
実
感
〃
を
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
四
百
字
程
度
で
。

送
り
先
・
川
崎
市
宮
前
区
土
橋
三
-
十
-
七

松
本
佳
子

(
魯
〇
四
四
-
八
五
二
-
六
四

編
集
後
記

五
六
)

梅
雨
の
晴
れ
間
の
気
持
ち
の
良
い
一
日
、

タ
オ
ル
を
樟
い
っ
ぱ
い
に
干
し
て
、
大
き

く
深
呼
吸
。
咲
き
初
め
た
夏
の
花
に
水
を

た
っ
ぷ
り
あ
げ
て
、
ほ
ん
ね
り
と
幸
せ
に

な
り
ま
し
た
。
欝
陶
し
い
時
期
で
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
す
ご
し
で
す
か
。

子
の
、
社
会
の
レ
ポ
ー
ト
の
課
題
は
憲

法
。
四
苦
八
苦
す
る
姿
を
見
か
ね
て
一
緒

に
勉
強
で
す
。
第
九
条
「
戦
争
放
棄
」
に

つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
あ
ら
た
め

て
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

コ
ソ
ボ
問
題
の
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の

終
結
を
、
望
ま
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

梅
雨
模
様
は
ま
だ
続
き
そ
う
。
紫
陽
花

の
色
を
楽
し
み
、
傘
に
似
合
う
服
を
選
ん

で
楽
し
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
(
I
)

少
子
化
が
進
み
過
保
護
の
子
供
が
増
え

て
い
る
一
方
で
、
幼
児
虐
待
や
育
児
放
棄

の
母
親
も
多
い
。
社
会
全
体
で
子
育
て
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

(
K
)

第
2
6
号
、
少
し
遅
れ
て
お
と
ど
け
し
ま

す
。
心
よ
く
原
稿
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
、
福
田
文
子
さ
ん
は
じ
め
写
真
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
2
7
号
の
発
行
は
、
西

暦
二
〇
〇
〇
年
の
三
月
で
す
。
そ
の
日
が

平
和
で
あ
る
こ
と
を
頼
っ
て
…
…
。

(
編
集
部
一
同
)

と
も
し
び
二
六
号
発
行
。
一
九
九
九
年
七
月
一
。
発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
△
ぷ
蟻
師
範
舘
韻
禁
⊥
〇
一

憎
〇
三
-
三
三
五
八
-
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

脇
〇
三
-
三
三
五
八
-
二
八
八
九


